
【検索キー】検索したいデータ・レコードに含まれる文字を設定します。検索キーが複数

あるときは、複数のキーをカンマあるいはスペースで区切って入力してください。すべて

のキーが含まれるデータを検索します。

【検索】ボタンをクリックすると、検索キーを含むデータ・レコードを一覧表示します。

【戻る】ボタンでは、前の検索結果を表示します。

【データ数】読み込んだＣＳＶファイルのレコード数を示します。

【検索数】ヒットしたデータ・レコード数を検索数として表示します。

【進捗バー】検索・画面表示の進捗を示します。

【一覧表】データ・レコードの一覧を表示します。

【詳細画面表示】データ・レコードを選択すると、詳細画面を表示します。

検索キー下部の [データ選択時、詳細画面を自動表示 ]がチェックされているときは、
マウスの左クリックかカーソル移動でデータ・レコードを選択できます。

チェックがついていない時は、リターンキーか左ダブル・クリックで選択してください。

【ポップアップ・メニュー】マウスの右ボタンをクリックすると、ポップアップ・メニュー

を表示します。

【検索】　左記条件で検索し、絞込みします

【戻る】　絞込レベルが１段浅い結果を表示

します

【全件表示】　もとの全データを表示します

ここでは、検索条件を設定します。

【含む】　　検索キーの文字列が検索対象に含まれる

【含まない】検索キーの文字列が検索対象に含まれない

【＞】　　　検索キーより大きな数値が含まれる

【＞＝】　　検索キー以上の数値が含まれる

【＝】　　　検索キーと等しい数値が含まれる

【＜＝】　　検索キー以下の数値が含まれる

【＜】　　　検索キーより小さな数値が含まれる

【範囲】　　検索キーの最大値以下、最小値以上の数値が含まれる

検索対象を選択します。

【全項目】　　　レコード全体から検索

【（項目名）】　特定の項目から検索

検索結果で論理演算をして、最終検索結果を求めます。

【ＡＮＤ】　直前までの検索結果と次の検索結果の論理積

【ＯＲ】　　直前までの検索結果と次の検索結果の論理和

トラ技書誌ＤＢ検索ツール
簡単操作マニュアル

Copyright 2008, Yoshi Hiroshi. 
All rights reserved.

【黒色表示】　現在の絞込レベルより浅いレベルの検索結果を表示します

【緑色表示】　現在の絞込レベルより深いレベルの検索結果を表示します

検索画面

ファイル出力画面

詳細画面

ポップアップ・メニュー

検索のオプションを設定します。

【複数キーのＯＲ検索】　指定したキーのど

れかが条件を満たすと、当該レコードはヒット

します

【大文字小文字を区別しない】　英文字の

Upper/Lowerやひらがな /カタカナなど、類似
の文字を区別せずに一致とみなします。

【条件が一致したら除外】　条件を満たした

レコードを検索結果から取り除きます。通常の

検索とまったく逆の結果になります。

詳細画面の表示方法を指定し

ます。

項目の文字列をコピペするには、次の手順で。

①当該セルを左ボタン・クリックで選択

②文字列選択

③右ボタン・ダウンしてメニュー表示、 COPY選択

出力ファイルの、出力先のディレクトリ

とファイル名はここから設定します。

右側のボタンで、ファイル・ダイアログ

から設定することもできます。

出力ファイルの書式を選択します。

どのように出力されるかは、右側の出力

例で確認できます。

２００件までのデータであれば、出力例

からコピペできます。

出力ファイルに含める項目を選択できま

す。

出力例で確認できます。


